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ABSTRACT 

  

世界各国においても乳幼児期における数に関する経験は、好奇心、想像力、柔軟性、発明、粘

り強さなどの性質を開発するのに役立つとされている。特に、数感覚においては、量関係を直感

的に理解する能力が求められていることから、幼児期に数量に関心を持てるような環境を作り、

遊びの中で数量について学び、数量についての関心をその後も持ち続けられるような 環境を周り

の大人が作っていくことが大切である。本研究では、「カウント」、「図形」、「数量」のうちの「数

量」に関する教育実践を行った。山口県内の保育園に在籍する幼児 7 名を対象に、CRAYON 

BOOK の数概念の観点を取り入れた数量に関する教育実践と、保育士の働きかけや日常的な環境

構成なども含めた数量の認識を促すことを意識した教育実践を行った。その結果、当初、重さ、

軽さの比較ができなかった子どもも、荷物を持った時に「重たい」と言葉で表現する様子が見ら

れるようになり、重さの違いは分かっていても言葉で表現することが難しかった子は、重さを言

葉として使う姿が見られるよう等などの行動変容がみられた。 
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Ⅰ．背景と目的 

  

現在、乳幼児教育に関する世界的な研究が行われ、乳幼児教育の成果として、従来注目さ

れていた知能指数（Intelligence Quotient: IQ）と共に、非認知スキル（Noncognitive 

skills）が注目されている 1)2)。1962 年から 1967 年にかけてアメリカで行われた The Perry 

Pre-school Projectでは、乳幼児教育への参加は将来の所得向上や生活保護受給率の低下につ

ながり、非認知能力を高めることで長期的効果を持つ可能性が高いことが明らかになってい

る 3）。加えて幼少期における教育への投資は、経済効果が高いという報告がなされている 4）。

日本においても、日本の保育の特色や日本の文化を踏まえた乳幼児教育の指針である幼稚園

教育要領や保育所保育指針、幼保連携型認定子ども園教育・保育要領（内閣府・文部科学

省・厚生労働省, 2017）が策定・告示されており、保育や幼児教育に関する政治的関心が高

まってきている 5)6)7)。さらに、経済産業省（2019）が行った理数系人材の産業界での活躍

に向けた意見交換会においては「数理資本主義」という概念が出現した 8)。「数理資本主

義」は、数学が国富の源泉となる経済のことをさし、第 4次産業革命の中で出現した概念で

ある。実際、数学力は生活面や所得面など多くのことに影響を及ぼすことが鈴木（2010）

の研究で明らかになっている 9)。加えて、理科系学部出身者のほうが文科系学部出身者より

も高所得であることが浦坂ら（2010）や寺田（2018）の研究で明らかになっている 10)11)。 

それらの社会的背景から、幼児教育要領の改訂により、日本においても幼児教育の内容と

して数に関する内容が多く組み込まれている。世界各国においても乳幼児期における数に関

する経験は、好奇心、想像力、柔軟性、発明、粘り強さなどの性質を開発するのに役立つと

されており、現在積極的な取り組みが推奨されている 12)。これらのことから、今後乳幼児教

育においては、特に乳幼児の「数概念」の向上を目指す必要があることが考えられる。 

 日本において、算数は「A 数と計算」と「B 図形」、「C 測定」、「D データの活用」と分け

て教えられており相互に関連性を持って教示されている 13)。乳幼児の数概念に関して、岡田

ら（2021；2022）は CRAYON BOOK の観点を取り入れた「カウント」、「図形」に関する

カリキュラムを開発し、教育実践を行った 14)15)。しかしながら、「C 測定」と関連の深い

「数量」における教育実践については、研究を行っていない。 

「数量」においては、乳幼児期の段階における数量的な経験が重要である。幼稚園教育要

領において、「遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標

識や文字の役割に気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚

をもつようになる。」と述べられており 5)、幼稚園の段階から、数量に関する経験を蓄積する

必要があることが述べられている。加えて、森（2016）も、子どもは日常生活における具体

的な場面を通して数量感覚を培っていくが、その体験は「幼児の興味や関心から出発するこ

と」が重要なことであると述べている 16)。つまり、量関係を直感的に理解する能力が数感覚

であり、人によってこの感覚をどれくらい持っているかには違いがあるため、幼児期に数量

に関心を持てるような環境を作り、遊びの中で数量について学び、数量についての関心をそ

の後も持ち続けられるような 環境を周りの大人が作っていくことが大切である 17)。しかし、

数概念に関する研究において、ほとんどが 3歳児以上を対象としており、0～2歳児を対象と

している研究は少なく、特に「数量」に関する実践研究は少ない。 

以上のことから、本研究においては、CRAYON BOOK の観点を取り入れた 2 歳児を中心

とした「数量」に関する実践を行い、対象児に見られた数概念の変化を報告することを目的
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とする。 

なお、本論文の保護者とは、乳幼児に対して親権を行う者（親権を行う者のないときは、

未成年後見人）をいう（児童福祉法第 6 条及び学校教育法第 22 条第 1 項）。保育士とは、

専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行

うことを業とする者とする（児童福祉法第 18条）。 

 

Ⅱ．方法 

 

本研究においては、保護者の同意を得た園児につき、保育士が CRAYON BOOK の評価

尺度を記入する。 

 

1. 場所 

山口県内の保育園 1園に在籍する幼児 7名を研究対象とした。 

 

2. 対象幼児の実態 

 対象となった幼児の年齢、性別及び日常的な様子を表 1に示す。年齢は 2歳 4か月から 3

歳 0か月であり、男女比は男子 6名、女子 1名であった。 

 

表 1 対象となった乳幼児の実態 

 論文中表記 年齢・性別 数概念と関連する日常的な様子 

1 A 3歳 0か月・男 

 クレーン車など、物と比べ同じようにブロックで作ろうとする

が、重さ・軽さの比較はできない。 

 「大きい」は理解している 

2 B 2歳 4か月・男 

 量の違いに気づき、言葉はでないが高く積み上げることを楽しん

でいる。 

 大小の比較はできないが、保育者の言葉かけで出来ることもある 

3 C 2歳 10か月・女 

 重さの違いは理解しているが、言語として表現することができな

い。 

 大小の比較はできる 

4 D 2歳 9か月・男 

 重い・軽いを言語として表現することはできない 

 大きいものを選んで持とうとする姿がある 

 大小の比較はできる 

 「長い」の言葉はわからないが、ストローを長くつなげようとす

る姿は見られる 

5 E 2歳 4か月・男 
 重さの比較や大きさの比較ができない 

 大小の比較は難しい 

6 F 2歳 10か月・男 

 重い＝大きいと言う 

 重さを比較しようとする姿が見られる 

 大小の比較は理解している。 

7 G 2歳 6か月・男 

 量を体で理解している姿が見られる（量の多いものはゆっくり運

ぼうとする等） 

 「大きい」は理解している 

 

 

3. 実践内容 

1)．期間 

実践内容は、2020年 8月 1日から 2021年 3月 31日の間に実施した。 
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2)．数概念に関する日常的な環境設定 

 乳幼児期においては、環境から概念を形成する 18)。そのため、量の概念に日常的に触れ

ることができるよう、牛乳パックつなぎ（図 1a）や、さいころ・すごろく遊び（図 9c、図

9g）、箱とおもり（図 1b）などの手作りおもちゃを準備し、何度も繰り返し取り組める環境

を設定した。また、年間の食育カリキュラムを通して、自然物から「量」にふれることので

きる環境を設定し、大きさ、長さの違う葉（図 1e）、重さ、大きさの違うサツマイモ、大き

さの違う豆、大きさ、重さの違うみかん（図 1d、1f、1g、1h）を活用した食育活動を行っ

た。日頃の活動の中では、「量」に気付きが得られるよう、「大きい」「小さい」「重い」「軽

い」「長い」「短い」「高い」「低い」などを意識した言葉かけをおこなった。 

 

  
a 牛乳パックつなぎ b 箱とおもり 

  
c さいころ遊び d 大きさ、重さの違うサツマイモ 

 
 

e 長さ、大きさの違う薬 f 大きさの違う豆 

  
g すごろく遊び h 大きさ、重さの違うみかん 

図 1 数概念に関する日常的な環境設定 

 

 

数概念プログラム（数量）の内容と CRAYON BOOK における数概念との対応を表 2

に示す。 
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表 2 数概念（数量）の実践タイトルと活動内容・CRAYON BOOKとの対応 
No タイトル 活動内容 CRAYON BOOKの概念形成 

1 

水風船あそ

び 

（8月） 

① 大きさ、重さの違う水風船を準備する 

② 水風船を盛ったり、投げたりする 

③ 空気だけの風船も持ってみる 

④ 足で踏んだり、割ることを楽しむ 

⑤ 水の少ないもの、多いものを手に持ち、重さの違いを感

じる 

⑥ 樋に転がして遊ぶ 

⑦ 投げて下に落とすと、水が入っているものは割れるが、

入っていないものは割れないことを知る 

⑧ たらいに風船を落として、水が跳ねる様子を観察する 

・ ものの集まりを見て、1つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ ものの大きさの違いを比較することができる（数概-12） 

・ 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似に

気づくことができる 

（体概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

2 

動物の動き

を表現する 

（8月） 

① カードを見て動物の名前・大きさをあてる 

② ぞうの時は「どしんどしん」うさぎの時は「ぴょんぴょ

ん」など大きさを身体で表現する 

③ 動物の大きさを体で表現する 

・ ものの大きさの違いを比較することができる（数概-12） 

・ ものの長さの違いを比較することができる（数概-13） 

3 

お月見団子

を作ろう 

（9月） 

① お月見やお月様の絵本を読む 

② 紙粘土を丸めて団子を作る 

③ 大きい団子や小さい団子を作ってみる 

④ 三方に団子を入れる 

⑤ お月見の壁面と一緒にお月見団子を飾る 

・ ものの集まりを見て、1つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ ものの大きさの違いを比較することができる（数概-12） 

・ ものの長さの違いを比較することができる（数概-13） 

・ 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似に

気づくことができる 

（体概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

4 

お芋ほり 

（10月） 

① 畑でさつまいもを掘る 

② さつまいもの大きさを比べる 

③ さつまいもの重さを比べる 

④ さつまいものつるの長さを比べる 

⑤ 自分が掘ったさつまいもの数を数える 

 

・ ものの集まりを見て、1つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ ものの大きさの違いを比較することができる（数概-12） 

・ ものの長さの違いを比較することができる（数概-13） 

・ 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似に

気づくことができる 

（体概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

5 

「どんぐり

ころちゃ

ん」の歌 に 

合わせて、

秋の自然に

触れる 

（10月） 

① 「どんぐりころちゃん」の絵本を読む 

② どんぐりを一つずつ拾う 

③ まつぼっくりや山茶花の実など形の違う木の実も拾う 

④ 大きさを比べてみる 

⑤ ままごと遊びに発展させる 

⑥ 砂を混ぜたり、お弁当箱の中に並べたりして遊ぶ 

⑦ 拾った木の実を瓶に入れて飾る 

・ ものの集まりを見て、1つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ ものの大きさの違いを比較することができる 

・ （数概-12） 

・ 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似

に気づくことができる（体概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

6 

ボタンを留

めたり外し

たりする 

（11月） 

① フェルトで作ったボタンつなぎの手作りおもちゃを準

備する 

② スナップボタンを繋げていく 

③ ボタンを留め、長い車の列や魚の列を作る 

④ 作ったものの長さを比べてみる 

⑤ 筒状にしたものをハンドルに見立てて遊ぶ 

・ ものの集まりを見て、1つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの長さの違いを比較することができる（数概-13） 

・ 線の細さや太さの違い・類似に気づくことができる 

・ （視概-11） 

・ ものの形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

7 

クリスマス

リース作り

（12月） 

① はさみの 1回切り用の画用紙を準備する 

② 紙を様々な大きさに切る 

③ 紙を手でちぎってみる 

④ 切った紙を皿に入れて量を比べてみる 

⑤ 切った紙をクリスマスリースの土台にのりで貼る 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ ものの大きさの違いを比較することができる（数概-12） 

・ ものの長さの違いを比較することができる（数概-13） 

・ 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似に

気づくことができる 

（体概-3） 

・ ものの形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

参考：使用した図書一覧（著者.「タイトル（年度）」, 出版社の順で示す。） 

・ みなみ じゅんこ.「どんぐりころちゃん（2013）」,アリス館 

 

 

4. 評価方法 

1). 実践記録簿の記入 

実践を行うたびに実践記録簿の記入を行った。実践記録簿は、「実施したプログラム名」、

「目的」、「対象基本情報」、「実施期間」、「頻度」、「プログラム内容及び改善内容」、「実施

者」、「保育の感想」の項目に基づいて、記録された。 

 

 

2). CRAYON BOOKを使用した評価 

 CRAYON BOOKの評価尺度を用いて、園児 1名につき 3回（2020年の 6月、10月及び

2021 年の 3 月）記入した。CRAYON BOOK とは、乳幼児の概念形成と自己表現の程度を
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把握し、評価・改善することを目的に開発された構造化されたツールであり、乳幼児教育に

おける食事、睡眠、遊びなどを評価する「環境と日常生活」、保育士の関わりを評価するた

めの「理解」、「納得」、子どもの「概念形成」、「自己表現」の 5 領域で構成されている 19)20)。 

CRAYON BOOK は 0 歳、1～2 歳、3～5 歳の評価シートが作成されている。対象児が 1

～2 歳であっても、1～2 歳の評価項目において高い点数であった場合には、3～5 歳の評価

シートに基づいて、より高い概念形成及び自己表現を評価することが可能である。 

CRAYON BOOK（1～2 歳 Ver.）の数概念に関する項目は 3 項目で構成されている（表

3）。それぞれ 1 の「まったくしていない」から 5 の「頻繁にしている」で評価され、最小

値は 3点であり、最大値は 15点である。CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）の数概念に関す

る項目は 13項目で構成されている（表 4）。それぞれ 1の「まったくしていない」から 5の

「頻繁にしている」で評価され、最小値は 13 点であり、最大値は 65 点である。それぞれ

において数量と深い関わりを持つ項目が設定されており、乳幼児期の数概念を数値化して測

定することが可能であると考えられたため、CRAYON BOOKを評価として扱うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

5. 倫理的配慮 

本研究は、大学倫理審査委員会の承認（承認番号：0617-03）を得た上で実施した。本実

践研究の実施に当たり、対象となった 2つの園に在籍する幼児の保護者を対象に、研究内容

（目的、方法、参加予定期間、参加対象者数、同意及び同意撤回について、個人情報の取り

扱い、情報公開の方法、連絡先等の内容）に関する説明を行った。十分な時間を与えた上で、

表 3  CRAYON BOOK（1～2歳 Ver.）の数概念に関する項目 

数概 1 1 から 10までの数字を読むことができる 

数概 2 ものの大きさの違いが分かる 

数概 3 ものの長さの違いが分かる 

表 4  CRAYON BOOK（3～5歳 Ver.）の数概念に関する項目 

数概 1 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる 

数概 2 集まったものがいくつあるかを答えられる 

数概 3 違う形の集まりの中から、特定の形の数を数えられる 

数概 4 5つ以下の集まりは数えなくても答えることができる 

数概 5 数字の大小を比較することができる 

数概 6 ものの集まりの大小を比較することができる 

数概 7 数字の順序が理解できる 

数概 8 100まで順番に数えることができる 

数概 9 数字を見てすぐに読むことができる 

数概 10 ごく簡単な文章題を解くことができる 

数概 11 ごく簡単な足し算を解くことができる 

数概 12 ものの大きさの違いを比較することができる 

数概 13 ものの長さの違いを比較することができる 

表 5  CRAYON BOOK（3～5歳 Ver.）のその他関連する項目 

視概 12 物の形の違い・類似に気づくことができる 

体概 3 掌に載せたり持ち上げたりして重さ・軽さの違い・類似に気づくことができる 
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書面による同意が得られた保護者にのみ、CRAYON BOOKと実践記録簿の記入を行った。

加えて、写真の使用についても書面による同意を得た。 

 

Ⅲ．結果 

 

1．実践記録簿に記載されている数概念の変化 

 実践記録簿に記載されているエピソードのうち、いくつかをエピソード形式にして示す。 

1) 事例 1（実践 No. 1） 

注入する水の量を変えた様々な重さ、大きさの水風船と、水を入れずに空気だけを注

入した水風船を準備し、たらいに浮かべ風船の重さや大きさの変化に気づきを得られる

よう、「どれが大きいかな？」「どれが小さいかな」「重たいね」「お水が入っていない風

船は軽いね」などと言葉かけを行った。水風船を握ると中の水が移動して、形が変化す

ることを不思議そうに観察し、重さを感じている様子が見られたが、言語として表現す

る様子はまだ見られなかった（図 2b）。また、大きさの違う水風船を両手に持って、大

きさを比べる様子も見られた（図 2a）。重さの違う水風船を樋の上から転がすと、重さ

によって転がる速さが違うことに気づく様子もあった（図 2d）。水風船の重さによって、

中の水の量が多い・少ないに気が付く姿も見られた。対象児 Dは「重い」「軽い」と言

語で発することはできなかったが、大きいものを好んで選んでいる姿は見られた。対象

児 Eは、水風船の感触を楽しむ様子は見られたが、数量についてはまだ興味がない様子

であった。対象児 A は、水風船から水を外へ出し風船がしぼんでいく様子に興味をもち、

何度も繰り返し行っていた。体感で重さや大きさを感じている様子は見られるが、まだ

感覚と言葉のラベリングはできていない様子であった。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

a 大きさの違う風船を比べる様子 b 風船の重さを感じる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 風船の大きさの変化を観察する様子 d 大きさの違う風船を転がしてみる様子 

図 2   数概念（数量）の事例 1に関する様子   
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2). 事例 2（実践 No. 4） 

畑にサツマイモを育て、収穫体験を行った。掘る際に、芋のツルの長さや芋の重さを

感じることができるように芋の葉を少し残し、あらかじめ畑の畝の横から少し鍬を入れ

掘りやすいように土を柔らかくほぐしておく等の環境設定を行った。 

ツルを引っ張り「長いね」「短いね」と長さの比較を促し、大きい芋を持っている際

に「重いね」、小さいものは「軽いね」と大小の比較だけでなく重さの比較にも気付ける

よう言葉かけを行った。対象児 Dは大きい芋を「お父さん」小さい芋を「赤ちゃん」と

表現する様子が見られた。また、太い芋、細い芋は「大きい」「小さい」で表現する様子

も見られた。対象児 Cは、土の中に芋が埋まっていることに気づき、大きな芋を見つけ

て「先生ここにあるよ！」と知らせる様子が見られた。また、ツルの長さに気づき引っ

張ってみる様子も見られた（図 3d）。対象児 Fは芋の端と端をもって長さを観察し（図

3c）、たくさんの芋をもって重さを感じる様子が見られた（図 3b）。まだ、「太い」「細

い」「重い」「軽い」と、「大きい」「小さい」の言葉の使い分けが難しく、重さや太さも

大小で表現していた。 

  

 

 

a 大きさを比べる様子 b 大きさ、重さを感じる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 長さを感じる様子 d 長さを比べる様子 

図 3   数概念（数量）の事例 2に関する様子 

 

 

3). 事例 3（実践 No. 6） 

ボタンやスナップボタンで繋げることのできる手作りおもちゃを準備し、ボタンを留めた

り外したりすることによって長さの違いを感じることができるよう環境設定を行った。初め

は長さを感じることよりも、ボタンの留め外しに集中している様子が見られた。まだボタン

の留め外し自体にも興味がない子どももいたため、保育者が子どもと一緒に活動を行った。
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対象児 Cは、魚のフェルトをたくさん繋げ、完成した作品の長さを身体で体感している様

子が見られた（図 4a）。対象児 Fは、一つ一つ繋げるたびに長さを確認している様子が見

られ、完成した作品を見て「長いね」と表現していた（図 4b）。対象児 Bは、繋げたフェ

ルトを丸めてハンドルに見立てて遊ぶ様子が見られた（図 4c）。対象児 Eは、まだボタンの

留め外し自体が難しかった様子で遊びに夢中になっており、長さに気が付く活動までには至

らなかった（図 4d）。 

 

    

a 長さを確かめる様子 b 長さを確かめる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

c ハンドルに見立てて遊ぶ様子 d 棒を繋げている様子 

図 4   数概念（数量）の事例 3に関する様子 

 

 

2．数概念プログラム（数量）の CRAYON BOOKにおける数概念・体感概念の変化 

CRAYON BOOKは 0歳 Ver.、1-2歳 Ver.、3-5歳 Ver.の評価シートが作成されている。

対象児が 1～2 歳であっても、1-2 歳 Ver.の評価項目において高い点数であった場合には、

3-5 歳 Ver.の評価シートに基づいてより高い概念形成を評価することが可能である。本

研究においては、日常の教育実践との兼ね合い上、1-2 歳 Ver.の評価シートにおいて比

較的高い点数を得ることができた幼児に対しては、3-5 歳 Ver.の評価シートを使用して

評価を行った。 

 CRAYON BOOK の数概念及び図形と関連する体感概念の点数の推移と数量に関する

行動の変化を表 6 に示す。今回、3 回にわたって CRAYON BOOK の記入を行ったが、

対象児 Aに関してのみ 3-5歳 Ver.の評価シートを取得することができた。対象児 Aに関

しては、65 点満点の CRAYON BOOK（3-5 歳 Ver.）において、2020 年 6 月時点では

15点であったものが、10月には 20点、2021年 3月には 26点と数概念に関する点数の

推移が見られた。それに伴い、当初、重さの違いは理解していても言葉で表現すること

の出来なかった対象児 C に、「重い」を言葉で表現する姿が見られるようになったり、
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「重い」を「大きい」と表現していた対象児 F が「重たい」という表現を用いて身体で

重さを表現する様子も見られたりするようになった。また、友達と重さの比較をしたり

して遊ぶ活動が本児の意欲を向上させることに繋がり、苦手だった音楽的な表現につい

ても嫌がらずに活動に参加する様子が見られるようになった。 

 他の子どもに関しても、全体的に点数は高くなっており、高次の数量概念を獲得して

いるような様子が伺えた。 

 

表 6 CRAYON BOOKの数概念・体感概念の点数の推移と数概念に関する行動の変化 

 1回目 

(2020.6) 

2回目 

(2020.10) 

3回目 

(2021.3) 
2021年 3月時点で見られた行動の変化 

A 
15 

(4)  

20 

(5)  

26 

(4) 

 数を数えることは難しいが、「荷物が重たい」と言語で表

現する姿が見られる 

 「大きい」「小さい」を言葉で表す  

 「長い」＝「大きい」である 

B 
3* 

(1)  

15* 

(2)  

13 

(2) 

 物を積み上げ、高さを感じている様子が見られる 

 大きいものが欲しい時には、手で大きさを表現する 

C 
9* 

(4)  

19 

(5)  

44 

(5) 

 「重たいから持って」など「重い」を言葉として使うよう

になる 

 荷物を持つときも、軽いものを選んでいることから、重さ

の比較ができていると思われる 

 大きい動物をたずねると「ぞう」など、カテゴリーで分け

ることができる 

D 
9* 

(3) 

26 

(5) 

34 

(5) 

 積み木・ブロックなどを積み上げて、どちらがたくさん積

めたかを比較できるようになる 

 大きいもの、小さいものの比較ができ、並べたり比べたり

する 

E 
3* 

(2) 

8* 

(4) 

22 

(5) 

 物を積み重ね、比較しようとする姿が見られる 

 「大きい」は言葉と体で表現する 

F 
12* 

(4) 

21 

(5) 

29 

(5) 

 「重たい」と言葉で言い、体で重さを表現している 

 友達と「大きさ」比べをして遊ぶ様子が見られる 

G 
― 

(－) 

14* 

(5) 

29 

(4) 

 言葉ではなく、体で重さを表現している 

 大きい、小さいを理解するようになる 

注意書き） 

・数字に*がついている地点では、3項目の数概念で構成されている CRAYON BOOK（1-2歳 Ver.）で評価を行った。 

より詳細な項目が必要であると思われた幼児に関しては、13項目の数概念で構成されている CRAYON BOOK（3-5歳 Ver.）

で評価を行った。 

・（）内は数概念と関連のある体感概念の合計点数を抜きだして表記している。  

 

 

Ⅳ．考察 

 

 本研究では、CRAYON BOOK の観点を取り入れた 2 歳児を中心とした「数量」に関す

る実践を行った。加えて、数概念に関しては、指導を行うときには何らかの働きかけによる

認識が必要とされていることから 18)21)、保育士の働きかけや日常的な環境構成なども含め

て数量の認識を促すことを意識した教育実践を行った。 

 実践内容に関しては、「実践 No.1: 水風船遊び（8 月）」では、様々な大きさの風船を持っ

たり、大きさの違う風船の重さを比べたり、転がしたりすることで、体感的に量の認識を促

していくことを意識した。また、「実践 No.4: お芋ほり（10 月）」では、自然物を通して重

さや長さ、大きさの比較を体感的に学ぶことを意識した。「実践 No.6: ボタンを留めたり外

したりする（11 月）」では、長さの比較、段々長くなっていく様子、長さを体感することを

意識した。これらの実践においては、特に CRAYON BOOK（3-5 歳 Ver.）における数概念
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の「ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6）」、「ものの大きさの違いを比較

することができる（数概-12）」「ものの長さの違いを比較することができる（数概-13）」体

感概念の「掌に載せたり持ち上げたりして重さ、軽さの違い・類似に気づくことができる

（体概-3）」を意識して行うことで、数量に関する実践の充実を目指した。また、今回行っ

た数量の環境構成においては、見た目は同じで、様々な大きさ、重さのものとして自然物

（野菜や果物、植物等）を活用した。大きさの違う葉（図 9e）や大きさの違う豆（図 9f）

大きさ、重さの違うみかん（図 9h）等を準備し、実際に体感することのできる機会を設け

るようにした。年間を通した食育プログラムの中に数量に関するねらいを設定し、子どもが

プログラムの中で、何度も数量の感覚を繰り返し経験できる機会を設けることにより、子ど

もたちが経験を積み重ね、ものを観察する中で、数量についての気付きを養うことが出来る

よう、意識した教育実践を行った。 

これらの実践の結果、CRAYON BOOKの数概念・体感概念の推移に関して、全対象児に

点数の伸びが見られた。また、子どもたちにいくつかの行動変容が見られた。当初、重さ、

軽さの比較ができなかった子どもも、荷物を持った時に「重たい」と言葉で表現する様子が

見られるようになり、重さの違いは分かっていても言葉で表現することが難しかった子は、

重さを言葉として使う姿が見られるようになった。また、軽い荷物を自分で選択し持ち運び、

重さの比較をしている様子も見られた。さらに言葉の表現が難しい場合も、重さを表情で表

現したり、歩き方で表現したりする様子もあった。また、大小の比較に関しては、生活の中

において言葉で表現する様子も見られるようになった。また、大小のものを並べて比較する

様子もあった。言葉で表現できない子は、大きさを体で表現する様子も見られた。 

遠城式乳幼児分析的発達検査法（改訂版）によると、大小の違い、長短の違いは 2 歳

3 か月から 2 歳 9 か月の間、また、遠城式乳幼児分析的発達検査法（旧版）によると、

重さの比較については 3歳 6か月から 4歳 0ヶ月、7歳 0ヶ月から 7歳 6ヶ月の 2段階

で項目に定められている。このことから、大小の比較、長短の比較に関しては、これま

で子どもの生活において、概念形成の観点から乳幼児教育が行われていなかったことが

推察され、本研究実践での直接的・間接的な経験や、保育者の意図的言葉かけによって、

概念を獲得し、表現へ繋がったことが考えられる。また、重さの比較については、本研

究実践が子どもの成長に影響を与え、より早い月齢の段階から概念を形成し、表現へ繋

がったことが示唆される。 

研究の限界として、対象年齢に合わせて使用するために、評価項目数の少ない CRAYON 

BOOK（1-2 歳 Ver.）を併用したことで、数概念の評価項目の詳細を分析することが難しか

ったことがあった。今後は、この度の調査を基に数概念プログラムを体系化し、園において

実践を積み重ねていくとともに、保育者の観察の視点や記録の方法等を統一化することによ

り実践記録データの質を向上させることが必要である。また、今回実践記録簿を抽出した 2

歳児だけでなく、その他の年齢においても数概念プログラムの開発と効果検証を行っていく

必要があるだろう。 
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付記 

 

本研究は JSPS 科研費（22K02442）の助成を受けたものです。 
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